
（別紙様式１） 

令和８年度 学校評価計画書 

園名 三田市立松が丘幼稚園 

１ 教育目標 

  

 

 

 

 

２ 今年度の重点目標 

  

 

 

 

 

 

 

３ 自己評価項目   

分野・領域 評価項目 

教育課程 

一人一人が遊び込める教育の推進 

・幼児が遊びの中で、試行錯誤できる援助や環境構成の工夫 

しなやかな体づくりの推進 

・幼児の多様な体の動きを引き出す援助や環境構成の工夫 

ＳＤＧｓの取り組みの推進 

・環境保護に対する幼児と職員の意識の向上 

異年齢児交流 

３年間の育ちを見通した保育の充実 

・３学年が共に育ち合える保育の工夫 

子育て支援の充実 

・２歳児保育体験や未就園児との交流、園庭開放における活動内容の工夫 

家庭・地域・ 

学校園所との 

連携 

小学校との連携の推進 

・互恵性のある交流の工夫や接続カリキュラムの見直し 

地域、家庭との連携の充実 

・地域との触れ合いの場の拡充 

・園の取り組みや幼児の姿についての分かりやすい発信 

危機管理 

安全で安心な園づくりの推進 

・非常時の体制強化と対応の明確化 

・幼児と職員の危機管理意識の向上 

 

       

『元気な子・心豊かな子・たくましい子』 

  ・自己を発揮し、のびのびと活動する子を育む 

  ・友達と思いを伝え合い、心を通わせて遊ぶ子を育む 

  ・自ら考え、工夫し挑戦しようとする子を育む 

「一人一人が遊び込める幼稚園をめざして」 

～幼児の多様な動きを引き出す援助や環境構成の工夫～ 

３歳児：安心して生活する中で、自分のしたい遊びを存分に楽しむ。 

４歳児：友達との関わりの中で、自分なりに思いを表しながら、一緒に遊ぶ楽しさを味わう。 

５歳児：友達と思いや考えを伝え合い、協力しながら試したり、工夫したりして遊ぶ楽しさを味

わう。 


